
各地で広がる食品リサイクルループ

食品リサイクル普及に向けての取り組み

食品リサイクルループの構築

2014愛知環境賞で銀賞を受賞

食品廃棄物リサイクルシステム

D.I.Dバイオマスリサイクルシステム・JAグループ〔愛知県〕

●食品残さから異物を分別し、計量する
　・分別マニュアルの作成と従業員教育の徹底
●品質確保のために、適正に保管する
　・冷蔵保管施設と専用容器の整備
●リサイクルして作った農畜産物を販売

●品質の高い再生製品（堆肥・飼料）
　を製造する
●農業生産者のニーズにあった
　再生製品を製造する

●トレーサビリティの確立
　（生産者の顔の見える農畜産物）
　農業生産者の生産技術と適正な再生製品
（堆肥・飼料）によって、安全安心な農畜
産物を提供してもらう

　店舗の所在地で食品リサイクルループを構築し、地域の再生利用事業者や農業生産者とパートナーシップを図っていくことがユニーの方針で
す。環境担当者は、優良な堆肥や飼料を製造する再生利用事業者と組み、また、生産された農畜産物を仕入れ販売することは、商品部や店
舗担当者の仕事です。リサイクルループを円滑に推進するために、定期的に情報を交換し課題を解決しています。
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食品残さをリサイクルするためにパートナーを探す リサイクル農作物を販売

リサイクルループで生産した農作
物を販売することを目的として
パートナーを探す

再生製品（堆肥や飼料）を利用す
る農業者を探す

生産された農作物を販売す
るために、社内で検討する

農業生産者と食品関連事
業者がパートナーシップを
図る

売場ではリサイクル作物の
特徴を消費者へ充分にア
ピールする

環境担当者の役割 仕入れ担当者・販売担当者の役割

■  リサイクルループを有効に運用するために

　ユニー、再生利用事業者、生産者がそれぞれの役割を果たすことによって、リサイクルの環が完成します。食品を無駄にせず、ゴミも減らす
ことができる地球にやさしいライフスタイルです。リサイクルの環で作った野菜や肉、卵は安全安心でおいしく、作った人の顔の見える農産物で
す。そして、消費者が農産物を購入することで、リサイクルループが回り続けます。

　ユニーは店舗を営業している各地域で食品リサイクルループを構築し、循環の環を継続していくことを目標にしています。食品リサイクルルー
プは、未利用食品を再生利用するだけでなく、消費者と農業生産者を結び、地産地消を実現する有効な手段でもあります。トレーサビリティも明
確であり食の安全・安心にもつながります。さらに、食品リサイクル法の「再生利用事業計画」の認定を受けることによりリサイクルループの有
効性と継続性を高めています。現在、店舗所在地の１府18県で15件のリサイクルループを構築しています（原発事故影響による福島県を除く）。

　愛知県では、2005年からJAグループと連携し食品
リサイクルを推進してきました。刈谷市の再生利用事
業者のヒラテ産業とJAあいち経済連と行った堆肥化の
取り組みです。この取り組みは、2007年に食品リサ
イクル法の再生利用事業計画として全国初の認定を受
けました。同年には「第1回食品リサイクル推進環境
大臣賞最優秀賞」も受賞しています。また一宮市の
ディーアイディーでも、同様の取り組みを開始し、
2008年にリサイクルループの認定を受けています。
　その後「エコ・ファーストの約束」に基づき、1府18
県に拡大して15件の食品リサイクルループを完成させ
ました。こうした取り組みが地域循環型モデルとして
先駆的であり、他への波及効果も期待できると評価さ
れ、愛知環境賞での銀賞受賞にいたりました。
　地域に根ざした循環型農業は、地産地消・食の安
全にも繋がり生物多様性にも貢献しています。今後は
グループ企業であるサークルＫサンクスや同業他社と
一緒に地域循環圏の構築を目指します。

■  リサイクルループを構成するパートナーシップ

表彰状

　食品リサイクルループで生産された作物
の収穫体験とその生産者との交流会を定期
的に開いています。消費者には、田畑の土
に触れて、収穫の喜びと食べ物の大切さを
実感してもらうほか、安全・安心な農産物
作りにかける生産者の努力を知っていただ
きました。

■  農業体験と生産者との交流
　食品リサイクルループに当初から協力し
ていただき地域循環型農業を実践している
JAあいち海部エコ部会では、毎年総会を
開催し前年度の総括と次年度の計画を承認
しています。エコ部会役員、仲卸業者、ユ
ニー青果部で定期的に会合をもち、互いの
意見のすりあわせを行い、リサイクルルー
プの継続的発展を図っています。

■  JAあいち海部　エコ部会
第 22回「食品安全安心・環境貢献賞」を受賞

　ユニーは、日本食糧新聞社が制定
（農林水産省・環境省後援）した第
22回食品安全安心・環境貢献賞を受
賞しました。食品リサイクルループな
どステークホルダーとともに進める継
続的な環境保全活動が評価されまし
た。

青果売場の
エコ野菜コーナー

JAあいち海部　エコ部会総会
挨拶をする河上青果部長

田植体験（JAあいち中央）表彰式（右／大村愛知県知事、中央／
佐古社長、左／EPOC新美会長）

受賞の挨拶をする大野業務
サポート本部長

再生利用事業者の製造する堆肥・飼料
の品質確認。

地産地消を前提に生産技術の高い農業
者と組む。

農畜産物の生産履歴・品質が社
内基準を満たす。

販売計画を基に生産計画を立て
購入契約を結ぶ。

売り場に、「安全・安心な農作物」
であることを明示。

買う・食べる

エコ野菜売場では、生産者
の顔を付けて販売

エコ野菜マーク

名古屋市内、尾張地区の
限定店舗で販売

生産物

トラックで運搬 食品残さを計量 堆肥を熟成
混合機へ投入

一宮市の生ごみ堆肥化処理場（D.I.D）

店舗から出る
食品残さを分別

冷蔵保存

店舗から発生した食品残さを
清潔な専用容器に入れて専
用のトラックで運搬します。

地元のJAで生産する
ので、収穫された野菜
は翌朝には店頭に並
びます。地産地消を推
進しています。

堆肥場で十分発酵
させ完熟させます。

D.I.Dバイオマス
リサイクルシステム

リサイクル堆肥
「エコパワー」完成！

稲沢市・江南市・
豊山町・大口町・
岩倉市・小牧市
の店舗で排出し
た食品残さも再
生利用。

●サークルKサンクスを環の中に組み入れ、さらに食品残さの搬入地域を拡大しました

生 産

堆肥を使って
栽培 集荷場

JAグループ一宮市の 店 舗

愛知県ヒラテ産業・JAグループ［愛知県］

店舗から発生した食品
残さを熱処理機搭載のト
ラックで一次処理しなが
ら運搬します。堆肥場で
発酵させます。

ヒラテ産業

堆肥で栽培

運搬用
トラック

JAグループと進める
食品リサイクル

生 産店 舗

アピタ安城南店
特設売場で販売

ヒラテ産業堆肥場

JAあいち中央

富山グリーンフードリサイクル、JAなのはな
［富山県］

京都有機質資源 鶏卵［京都府・滋賀県・奈良県］

不二産業、JA新潟みらい［新潟県］

エコの森京都食品廃棄物
   リサイクルシステム

店舗から出る
食品残さ

エコフィード飼料
（配合飼料原料）

エコフィード飼料で
養鶏

アピタ精華台店

京都有機質資源 油温減圧脱水方式
により飼料化

地元JAと
進める

食品リサイクル
ループ

登録再生利用事業者

富山グリーンフードリサイクル

店 舗

富山市内店舗

生産・商品

JAなのはな

店 舗

地元JAと進める
食品リサイクル
ループ

生 産

商 品

新潟市内店舗

登録再生利用事業者

不二産業にて堆肥化

JA新潟みらい

店 舗
商 品

生 産

エコの森京都 油温減圧乾燥システム
（登録再生利用事業者）

横浜市有機リサイクル アリタさんちの豚
［神奈川県］

生産者
在田 正則さん

食品リサイクル
による飼料

横浜市有機
リサイクルによる
アリタさんちの豚

飼料製品サイロ

商 品

横浜市有機リサイクル
協同組合
（登録再生利用事業者）

店 舗

食品リサイクル加工センター

横浜市内
店舗

店舗から出る
食品残さ

●むかしの堆肥、レインボー・フューチャー
茨城県・栃木県

●静岡油化工業、地元の農業生産者
静岡県・山梨県

●富山グリーンフードリサイクル、
JAなのはな

富山県

●アイル・クリーンテック、角屋商店
埼玉県・群馬県

●いいだ有機、JAみなみ信州
長野県

●不二産業、JA新潟みらい
新潟県

●長谷川造園、
　JA花咲ふくい

福井県

●京都有機質資源 鶏卵
京都府・滋賀県・奈良県

●三功、酵素の里
三重県

●ブライトピック、
　プリマハム、山崎製パン

千葉県

●横浜市有機リサイクル 
　アリタさんちの豚

神奈川県

●トスマク・アイ、JA松任
石川県

●中部有機リサイクル PBブランド豚
愛知県・岐阜県

●ヒラテ産業・JAあいち経済連
●ディーアイディー・JAあいち経済連

愛知県

静岡油化工業、地元の農業生産者
［静岡県・山梨県］

店 舗

地元の農業
生産者と進める
食品リサイクルループ

生 産

商 品

再生利用事業者

静岡・山梨県店舗

静岡油化工業

さつまいもを栽培

てんかすを遠心分離工程により
油と搾りかすに分離し、
肥料原料を製造

メタン発酵により
発生した消化液を
利用し堆肥を製造

環境レポート 2014　34


